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美濃戸高原連絡会 第 3 回 10 月世話人会 
 

 日 時 ： 2023 年 10 月 1 日（日） ９時～12 時 
会 場 ： 八ヶ岳自然文化園 小研修室 
内 容 ： １．FR 社駒木所長 今年度前半管理活動等の報告と今後の予定 

（9 時～30 分程） 
      ２．連絡会 検討課題の討議 

 
美濃戸高原連絡会 第 3 回 10 月世話人会議事（案）      
 （進行： 安藤事務局長） 
 
１． 8 月総会で会員から要請を受けた内容の検討・・安藤事務局長  
   １．別荘地名称変更を FR 社は公共事業体（電力・郵便局等）へどう行なったか。 
   ２．連絡会の会則変更の検討 
     ①緊急事態発生時に会員から臨時総会開催を発議できる規定の新設 
     ②世話人会体制の変動（役員構成）に伴う規約の改正 
     ③連絡会活動の業務簡素化を図る上での定例作業の検討 

（会報発行・HP 管理・会そのものの運営、等） 
 
２．水道施設大規模修繕工事の進捗度報告と乖離が生じている内容説明、及び将来に向

けた対策討議（資料配布）・・小清水世話人 
  （上記内容を皆様にご説明・討議し、その結果を 10 月中旬頃に FR 社と協議した

く考えています） 
 
３．来年度第 1 回世話人会（5 月）に向けた内容確認・・安藤事務局長 
 
（以上） 



     美濃戸高原連絡会 第 3 回 10 月世話人会議事録 
 
日時 2023 年 10 月 1 日   9 時~12 時 
場所 八ヶ岳自然文化園 小研修室 
出席 (敬称略) 中村、小清水、田中、増田、石原、野々村、安藤 計 7 名 
 
冒頭 1 時間はＦＲ社駒木さんが本年 7 月に実施したＹ地区水道施設大規模修繕

工事の報告、これからの水道施設修繕工事のあり方、仮設資材（配水管）の反復

使用等コストを如何に下げるかなどの考えや、予備でストックさせていた揚程

ポンプ 1 基は既に交換設置されたことを述べられた。更に柳川寄りの N・T 地

区への配水を現在のように遠く離れた第 2 貯水槽からではなく、最も近い水源

地から直接行えないかとの発想から中間にある子の神財産区と話し合う機会を

持ったこと、その発想の延長で別荘地入り口（A・K 地区）を入って間もない地

点から左折して当該財産区の土地を一部通って N・T 地区へ直接アクセスでき

る道路建設構想を温めていること、またバス通り両側樹木の今冬伐採の実施、登

山客向けの駐車場新設も検討していること、三井の森建設部からの申し入れで

美濃戸物件の建替え・リフォーム促進事業を地権者に紹介したことの説明があ

りました（三井の森の件に関して地権者名簿は守秘されています）。 
                
                 議事 
 
１．ＴＫ社からＦＲ社への事業変更に伴う名称変更等インフラ関連各社への  

通知については駒木さんより昨年のうちに完了済みの報告あり。 
 

２．議題の 2 の①②については会則変更の検討を中村さんと安藤が来年 5 月

までにたたき台を作ることで了解。汎用性ある形にする方向で纏める。 
 
３．小清水さんより水道施設大規模修繕工事費用に関して 2023 年度まで数値

化した資料による詳細な説明あり、TK 時代に比し大きく高騰した本年 7
月の工事費単価が来年度以降も適用されるなら、現行の 27,500 円の積立

金拠出では覚書通りの年数より６～７年は延びることが避けられない状

況、そして総工事費も覚書合意額より 40％ぐらい膨張し、且つ工事距離

も覚書上の計画より 2 割ほど長くなる可能性があるので更に工事費が膨

らむ可能性大との事。要は 2017 年覚書合意の世界は完全に破綻・崩壊し

た雲行きなので、10 月中旬以降に中村さんと小清水さんがこの件を含め、

将来に向けた水道修繕工事全般に関してＦＲ社と協議する。 



  ※提示の関連資料は 3 種あり、説明コメントも付けられています。 
  
４．会報 

   12 月発行の会報は発行する。この会報の巻頭言あたりで水道大規模修繕 
   の進捗状況や、更に工期・総工事費の両面で覚書合意がそのまま履行され 
   るか極めて疑問視される状況にあることを会員に伝え、いわばガス抜き 
   を早めに行うべきとの意見で世話人会は一致した。  
      
                              担当 安藤 



           美濃戸高原別荘地　水道施設大規模修繕　地権者拠出積立金　年次収支推移表

積立金関連計数管理項目 平成29年度(2017) 平成30年度(2018) 平成31/令和元年度 令和2年度(2020) 令和3年度(2021) 令和4年度(2022) 令和5年度(2023)
      (単位：円） 管理会社：蓼科観光 管理会社：蓼科観光 (2019) 蓼科観光 管理会社：蓼科観光 管理会社：蓼科観光 管理会社：F･ﾘｿﾞｰﾄ 管理会社：F･ﾘｿﾞｰﾄ
前期末・積立金残高 　　　　＊＊＊                  ▲5,367,992                  ▲5,274,761 285,712 9,333 527,500 11,197,540
（相互確認済み理論値）
当期積立金請求額（税込） 　　　　＊＊＊ 11,016,000 10,917,500 10,835,000 10,807,500 10,670,000 10,656,250
　（請求先軒数）                          408軒        397軒                         394軒       393軒       388軒      387.5軒
期末(3/31)現在入金額（軒数）     ＊＊＊ 10,557,000 10,477,500 10,353,530 9,945,849 10,024,750       不知

                         391軒        381軒         376.5軒                       361.2軒      364.5軒       不知
管理会社による補填額 　　　　＊＊＊ 459,000 440,000 481,470 861,651 645,250       不知
期中、受取銀行利息 　　　　＊＊＊ 12 28 29 35 40 　　　　　　不知
翌年度以降分の前納 　　　　＊＊＊ 　　　＊＊＊ 　　　　＊＊＊ 27,500 0 0
期中、積立金充当工事額（税込） 5,367,992 6,308,016 5,357,055 6,503,703     本工事    9,627,095 0 　本工事  17,706,000

　　（次年度予算を 4,614,765 4,607,706 　 仮設工事・道路 （事業譲渡に伴う 　仮設工事資材費   1,585,606
　　　先食い） (一部ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ工事、 舗装補修費一部負担 水道事業免許の遅れ

水源揚程ポンプ含む） 689,773 で本年度工事なし）     合計：19,291,606円
 (会社一般資金充当を含めた 一般資金充当なし    15,092,934円 一般資金充当なし 一般資金充当なし    11,329,345円 0 　　　　　　（税込）
  全工事費） (  一般資金充当なし
上欄工事の内、償却資産（構築物 4,970,363 8,915,169 4,960,237 5,912,457 8,751,905 0 16,096,364(税抜本工事費）
等の固定資産）計上額・・税抜 4,188,824 の償却資産計上は確実。

仮設資材費の資産計上は不知
当期末、積立金残額
　（相互確認済み理論値） 　　　　▲5,367,992          累計▲5,274,761 285,712 9,333 527,500 11,197,540 2,562,184

　　　　　　+受取銀行利息
 (参考データ）    
　前期末(3/31)積立金口座残高            ＊＊＊        不明 9,613,000 9,240,522 8,355,363    事業譲受以前 10,552,285
　期首(4/01)積立金口座残高    ＊＊＊        不明 9,750,506 9,323,028 8,437,879 6,297,500 10,552,285
　期末(3/31)積立金口座残高    ＊＊＊ 9,613,000 9,240,522 8,355,363 585,819 10,552,285                                        不知



 美濃戸別荘地　水道施設大規模更新工事 年度別工事歴明細

2017～2021小計 2022年
（次年度分先行）

積立金請求額（税込） 43,576,000 10,670,000
　　（同上・　軒数）     388軒
送・配水管新設
　総延長距離 (m) 2,020
   管敷設費（税込） 25,327,419
　同上工事単価(1m当たり） @12,538
付属機器類更新

    給水栓（箇所・税抜単価） 2 ＠90,827 23 ←同額 14 ←同額 22 ←同額 25 ←同額 86 21 ＠88,000 1,848,000

　仕切弁（箇所・税抜単価） 1 ＠218,612 1 ←同額 0 ←同額 5 ←同額 1 ←同額 8 2 ＠270,000 540,000
　消火栓（箇所・税抜単価） 2 ＠74,029 4 ←同額 2 ←同額 3 ←同額 2 ←同額 13 4 ＠147,500 590,000
　消火栓（取替・税抜単価） ー 1 @26万円 ー ー ー 1 ー
　仮設資材（箇所・税抜単価） 無 無 無 無 無 17 　'ー 1,441,460
　仮設配管工（　〃　） 無 無 無 無 無 713 ＠1,800 1,347,570
　路盤工（　〃　） 無 無 無 無 無 2500㎡ ＠780 1,950,000
回送費（税抜） 無 無 無 無 無 無 12回 @20,000 240,000
現場管理費（税抜） 無 無 無 無 無 無 2か月 @300, 000 600,000
諸経費（税抜） 無 無 無 無 無 無 一式 931,024

税込工事費（円） 5,367,992 7,912,111 5,357,055 11,111,409 9,627,096 39,375,663 0
（１ｍ当たり単価） 22,460 19,930 17,007 21,165 17,697 19,493

積立金充当分（円・税込） 5,367,992 10,922,781 5,357,055 11,111,409 10,316,868 43,076,105 0

税抜工事費（円） 4,970,363 7,326,029 4,960,236 10,101,281 8,751,905 36,109,814 0
（１ｍ当たり単価） 20,797 18,453 15,747 19,241 16,088 17,876

2023.09.12

4,422,039 4,462,280 3,540,600 6,787,940 6,114,560 8,049,770

送・配水管　表記
239

         408軒
配水管　表記

397

@24,597

10,656,250
           387.5軒

配水管
713

＠11,290

19,291,606
@27,057

19,291,606

11,016,000
          397軒

17,537,824

工事実施
なし

工事実施
なし

2023年2017年秋

　

2021年

10,807,500
            393軒

配水管
544

＠11,240

315

2018年

TK社加算 　拒否

＠18,510

2020年
(春・秋計2回）

10,835,000
          394軒

525（403＋122）

＠11,240 ＠11,240／’＠18,510

春・配水管、秋・送配水管

＠11,240

2019年

10,917,500

配水管



美濃戸水道施設大規模修繕・更新計画　　 将来予測のための参考資料

地権者・TK社間 工事期間：2018年度から15.3年 総工事費予算 (税抜）
覚書基本事項 送水管1,000m、 配水管8,500m 159,420,000円（消費税込額≒175,000,000円）
 ＜実績数値＞ 年度 積立金拠出額（単位：円） 送水・配水管新設工事年間実績 雑工事含めた積立金

（税抜額） （税込額） 管総延長(m) 税抜工事費 税込工事費 充当額（税込）
（一部2017秋工事） 2,018 10,200,000 11,016,000 636 12,296,392 13,280,103 16,290,773

2,019 9,925,000 10,917,500 315 4,960,236 5,357,055 5,357,055
2,020 9,850,000 10,835,000 525 10,101,281 11,111,409 11,111,409
2,021 9,825,000 10,807,500 544 8,751,905 9,627,095 10,316,868
2,022 9,700,000 10,670,000 0 0 0 0

2022迄(5年間）小計 49,500,000 54,246,000 2,020 36,109,814 39,375,662 43,076,105
　2022年迄の 送配水管1m当たりの工事費(付属機器類込）

       17,876円        19,493円
2,023 9,687,500 10,656,250 713 17,537,824 19,291,606 19,291,606

送配水管1m当たりの工事費(付属機器込）
       24,597円         27,057円

2018∼2023年(6年間)
の小計 59,187,500 64,902,250 2,733 53,647,638 58,667,268 62,367,711

送配水管1m当たりの工事費(付属機器込)
 19,630円         21,466円

上掲のデータを基にした考察・予測は以下の通り。

１．プロジェクト進捗状況
　　　覚書の計画年数の経過率：　6年/15.3年　・・・39.2％
　　　送・配水管総延長の竣工率： 2,733m/9,500m ・・・28.8%
　　　工事総予算の消化率（積立金充当ベース）：62,367,711/175,000,000・・・35.6%
　　　即ち、プロジェクト年数経過率に比し、管総延長竣工率の面ではかなり未達であるが、工事予算消化率は高い。

２．2018∼2023年の6年間の積立金拠出総額 64,902,250円（税込）の年平均は 10,817,000円。
　　2024年以降の地権者数増加を期待して、年間11,000,000円（税込）の積立金が拠出されるとして、残り9.3年間の
　　拠出総額見込 102,300,000円となる。 15.3年間の積立金総額は税込 167,202,250円。これはプロジェクト総予算の
　　税込 175,000,000円の95％強にしかならず、工事資金不足が懸念される。 　
　　百歩譲りプロジェクト総年数を15.3年→16年に延長し、2024年以降の残存年数を9.3年→10年とすれば、16年間の
　　積立金拠出総額がプロジェクト予算の99％以上と、略々満額に達する。

３．覚書上の送・配水管の要更新総延長9,500mから既竣工部分 2,733mを差し引くと、残存量は 6,767m もある。
　　2023年までの既完工部分では送水管更新は極く僅かであったので、これは配水管の残量約5,800ｍと、一部
　　並設される送水管900m強であろう、

４．一方で年間の工事資金は、積立金だけでやるなら年間11,000,000円（税込）ゆえ、2024年以降の管1m 当たりの
　　総工事費単価が2023年度実績の @27,057円/mの横這いが必要となると、11,000,000円/年の予算では毎年 406.5m
　　の管距離しか工事できない。　このペースで残 6,767m を完工するには2024年以降16.6年必要で、既に経過した
       6年と合わせてトータル22.6年となって覚書のプロジェクト工期を7.3年（48％）もオーバーすることになる。

5．更に致命的なことは総工事費の膨張である。　残り 6,767mを工事単価 27,057円/mで工事すると 6,767 x ¥27,057
       = 183,094,719円となり、既に6年間で積立金充当した62,367,711円と合わせて総額 245,462,430円に達し、覚書の



　　当初工事予算175,000,000円(税込）を実に4割も超えてしまうことになる。
　　つまり、2023年度工事の管1m当たりの総工事費単価@27,057円をベースに予測する限り、覚書の工事計画は
　　完全に破綻してしまうことになるが、この単価は近年の資材費、エネルギー費の高騰、更には勾配がきつく
       既設配管類の位置も不明確な現場が多いため2023年度から地権者の合意を得ず仮設工事 (税込1,585,606円）を
　　導入し、また表層路盤工事 (税込 2,145,000円）なる内容不詳の工事要素の新設が原因で高騰した結果である。
　　蓼科観光時代の4年間の工事でも配管新設工事後の路面補修・舗装等の表層工事は当然総工事費に含まれて
　　いたものゆえ、今年特に追加された”表層路盤工事”なるものは仮設工事に付随して新たに必要になったもの
　　かも知れないが、来年度以降の工事においてもこれ等が必須であるとすれば、コストダウンには自ずと限界が
　　あり、2023年度の水準で今後ずっと推移することが危惧される。
　　因みにこの仮設・路盤両工事を除いた2023年度工事単価は @21,824円/m (税込）となる。

６．覚書通りの工事期間、総工事費予算で全管延長 9,500mの工事を完工するに必要な2024年度以降の１ｍ当たりの
　　工事単価を逆算してみる。 プロジェクト年数は15.3年を切りの良い16年に伸ばして試算する。
　　　・残り9.3年ではなく10年であれば、年間11,000,000円（税込）の積立金で覚書予算まで積上げ可能。
　　　・残6,767mを10年間で完工するには年間676.7mの工事達成を要する。　これを年間資金（税込）11,000,000円
　　　　で賄うには総工事費を管1m 当たり 16,255円/ｍで抑えねばならない。 逆に言うとここまで
　　　　工事単価を下げることができれば、覚書計画の予算と16年の工事期間で9,500mの施工が可能ということ。
　　　　しかし2018～2021年の4年間の平均工事単価 19,493円（税込）より2割近いコストダウンが必要と言うことを
　　　　意味する。　更に2023年の実績工事単価 27,057円/m（税込）に比べて実に4割も低い工事単価であるから
　　　　全く非現実的な目標と言わざるを得ない。

７．そもそも覚書にある大規模修繕第１期工事計画の配水管総延長 8,500m なる数字は、蓼科観光が計画路線を
　　実測して得た数字ではなく、過去に認可された簡易水道事業者免許に記載ある配水管距離をそのまま転記した
　　ものとみられる。　工事開始後数年を経た2019年ごろに工事業者の信濃住設から実際の工事予定路線の総延長
　　は10,000mを遥かに超えているのではとの疑念提起あり、我々も三千分の一縮尺の地形図上に蓼科観光
　　の第１期工事計画路線を落とし込み、キルビメーターで何回も計測した結果、以下の数字を得た。
              男坂下T字路より上部のY地区・NK地区・・・3,049m
              男坂下T字路より下でバス通りより南のA地区・K地区・・・4,666ｍ
　　　　バス通りより柳川側のN地区・T地区・・・　3,149m
　　上記３地域の総合計は 10,864m となり、誤差はあるであろうが蓼科観光の覚書数字8,500mより2割方長いこと
　　が予見され、総工事年数および総建設費用の両面で致命的な齟齬をきたす。　そこに工事費単価の急騰が加わり
　　いまや覚書合意内容は全く現実性を失ったとみる他ない。

結論的に言うと、現行の積立金拠出を例えば倍増の55,000円（税込）以上とするとか、抜本的な設計変更で送・配水管更新
総延長を9,500ｍより大幅短縮できないか・・等々の発想転換をしないと、第二期工事で送・配水管更新の他に必要となる
貯水槽・ポンプ類の更新などには全く手が回らないであろう。
加えて、FR社に金融機関から5千万円規模の借入をして貰い、将来の水道利用料金や管理費増額を返済原資に充てさせる他、
15.3年経過後も必要な期間、積立金拠出を継続することも併せて必要にならん。

以上


